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発言者 会 議 の 概 要 

 

事務局 

１ 開会 

定刻になりましたので、第６回小鹿野町水道事業運営審議会を始めさせていただ

きます。 

それでは、会議に先立ちまして会長からごあいさつをいただきます。 

 

会長 

２ あいさつ 

あいさつ 

 

事務局 

３ 議事 

本日は２部構成になっております。 

３時頃から答申式を行い、その後町長を含めて意見交換を行います。 

また、審議に入る前に傍聴者が３名来ておりますので、公開、非公開について協

議をお願いします。 

事務局 審議会は原則公開だが、一部非公開であり、前回はそういった形で行った。 

それを踏まえ今回の公開、非公開を決定したい。 

最初にその他の部分ですが、水道事業運営審議会の答申内容、会議録ですが、

いつ頃どのような形で公開するかを協議していただきたい。 

今後、町の内部で調整、議会との調整を行いますので、答申の取扱は慎重にお

願いします。答申が出て、すぐに公開するのはどうかと思いますので、内容が出回

らないようにしていただきたい。 

秩父市では、調整、協議後１ヶ月半後、ＨＰ等で行った例がありますので、口外を

控えていただきたい。 

議長 傍聴につきましては、前回も部分的に非公開させていただきましたが、３）のみ公

開するか、全体を公開とするか多数決で行います。 

３）のみ公開とするのに賛成の方 ７名 

全体を公開とするのに賛成の方 ２名 

全体を非公開とするのに賛成の方 １名 

３）のみ公開と決定しましたので、傍聴者に伝えていただきたいと思います。 

事務局 議事録の公開ですが、原則公開、一部非公開ですが、調整後公開していくことで

決定していますが、会議録の調整について協議していただきたい。 

議長 原則公開は決定していますが、公開するうえで個人の名前を出すか、伏せるかど

うでしょうか。 

委員 私は名前を出して公開した方が良いと思います。 

委員 各個人の申請により名前の公開、非公開を決定すれば良いと思います。 

委員 全員が一致してやった方がよい。 

議長 一律にした方が良いと思います。 
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委員 区長会としては、名前は伏せていただきたい。 

議長 一人だけ名前が出るのは、何か意図があるのか勘違いされるので、多数決をとりま

す。 

名前を伏せて、委員、事務局等の表現のみが良いと思う方 ８名ですので、匿名

で決定します。 

第１回から第６回まですべて公開するとか、ＨＰ等の手法は決定していないので、

どのような方法がよろしいでしょうか。 

委員 答申書はＨＰに出すのですか。 

議長 答申書は時期を見てＨＰに公開します。 

委員 議事録も HP にだして貰いたい。 

委員 答申書を公開すれば、議事録の公開はいらないと思う。 

委員 水道課で議事録閲覧だと、水道課が大変になるのではないですか。 

事務局 水道課での閲覧は、さほど手間はかからない。 

委員 議事録はＨＰの公開まではいらない、閲覧で良いのではないか。 

議長 多数決をとります。 

水道課で議事録のみ閲覧に賛成の方 ９名。 

多数ですので、決定します。 

事務局 委員名簿は役職等の公開でよろしいでしょうか。 

議長 事務局の提案どおりでよろしいでしょうか。 

委員 いいです。 

事務局 第６回の議事録はどうでしょうか。 

委員 もらった方が良い。 

事務局 公表の時期に併せて議事録を送付します。 

 【第１部】 

 

議長 

１)第５回審議会議事録の内容確認及び承認について 

前回委員から発言が漏れているとご指摘がございまして、事務局の方で総記録

をおこし、ご本人にも確認していただき、私も確認しまして修正をさせていた

だきたいと思います。要約しますと、小鹿野町は赤字であるということで広域

化することは仕方ないと思うけれども、補助金が出るようであれば別所浄水場

一箇所で良いから現代的な浄水場に造りかえるということを記載しないのであ

れば統合については反対します。という内容を議事録に追加するということで

ご本人の確認を得ましたのでそういった形で対応いたします。 

その他何かありましたら、事務局へ申し出てください。 

 

議長 

２）答申の最終確認について 

前回の答申内容で、何か意見がありましたら発言願います。 
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事務局  

（答申書修正の内容説明） 

 

議長 何かありましたら発言願います。 

委員 要望事項３の最後に丸（。）がない。 

４の「検討」を「調査・検討」と変更した方が良い。 

委員 要望事項４の「多量に水道水を使用する事業者」を「大口使用者」に変更した方が

良い。 

議長 その他何かありましたら発言願います。 

委員 ないです。 

議長 これで答申書については決定し、町長へ答申します。 

 

事務局 

３）小鹿野町水道ビジョン（案）について 

傍聴者が３名いますので、準備いたします。 

議長 事務局の説明をお願いします。 

事務局  

（資料訂正、説明） 

（県への協議結果について説明） 

 

議長 何かありましたら発言願います。 

委員 町民に水道ビジョンは配布しないのか。 

事務局 広域化の結論が出ていないので、町の方針をビジョンとして作成し、広域化への

資料としたい。 

委員 隠すことではない、広域化が決まってから配布はできないと思う。 

議長 水道ビジョンは、事業者が目的を達するために作成しているものです。 

委員 ほしい方には配布してもらいたい。 

事務局 非公開のものではないが、率先して出すものでもない。 

議長 あえて事業者から出すものではありません。 

委員 私も今回審議会に参加させていただいたので、こういうもので町民に知らせてほし

い。 

事務局 現在も事業をＨＰ等で公開している。 

ビジョンは計画段階であるので、公表はしていない。 

議長 他になにかありますか。 

委員 なし 
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議長 ここで先程の答申書の修正ができましたので、この修正で決定してよろしいでしょう

か。 

委員 はい 

議長 これで答申の決定とします。 

 

議長 

４）その他 

その他につきまして、事務局から何かありますか。 

事務局 その他につきましては、冒頭で決定しましたのでありません。 

議長 答申の公開について冒頭に説明がありましたが、ある程度の時期まではという話でし

たが、この部分はお諮りする形ですか。                             

事務局 公開の時期については、事務局からご連絡いたします。尚且つ、同時に第６回の議事

録を送らせていただきます。それまでは取扱注意ということでお願いします。 

議長 時期がきましたら、そのような方法で公表をお願いします。 

その他何かありますか。 

事務局 ありません。 

議長 以上で議事を終了します。事務局へお返しします。 

事務局 以上で審議会を終了します。お疲れ様でした。 

  

 【第２部】 

 

事務局 

１）開会 

それではお待たせいたしました、答申式を始めさせていただきます。 

会長、副会長より、町長へ答申書を手渡していただきます。 

（答申書 朗読） 

ここで答申書の交付をお願いします。 

 

会長 

２）答申 

小鹿野町長福島弘文様、小鹿水第６９号で諮問のありました「水道事業の運営及

び水道料金の改定」について、本審議会において慎重な審議を重ねた結果、結

論を得ましたので答申いたします。 

平成２７年３月６日、小鹿野町水道事業運営審議会会長 

なお、答申の内容については、先程事務局から説明がありましたので省略させて

いただきます。 

ここで、審議会会長として答申のポイントを３点ほどお願いします。 

まず、小鹿野町水道事業が将来にわたって、安心で安全な水の供給を継続する

ためには、適切な料金改定が必要であるということ。 

次に、料金改定の時期については、平成２７年度中に実施すべきと考えますが、

料金改定率については、町民生活、企業等の経済活動に与える影響を充分ご配
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慮いただき、慎重かつ柔軟に判断していただきたいと思います。 

また、人口減少化社会が到来し、水道使用者の節水意識も高まっている中、今後

使用水量、給水収益の減少傾向が予想されます。 

このように限られた収入、また、限られた職員数の中で、単独で行う施設整備、町

民への水道サービスの拡充には限界があります。 

このため施設整備水準の平準化や、さらには恒久的な事業運営に向けた運営基

盤の強化のためには、スケールメリットの働く、水道広域化が必要であると考えま

す。 

以上、よろしくお願いします。 

 

事務局 

３）町長あいさつ 

それでは町長からあいさつをお願いします。 

町長 あいさつ 

 

事務局 

４）意見交換 

審議会の中で感じた事等をお話いただければと思います。 

会長 広域化の議論の進む中、難しい議論であったが委員の皆様、それぞれの立場で

積極的なご発言をいただけたと思っている。 

また、審議会の中で小鹿野町の水道施設の視察や、水の飲み比べも開催してい

ただき、議論をするうえで大変参考になったと感じている。 

私の進行の手際が悪く、ご迷惑をお掛けしました。 

委員の皆様、事務局の皆様のおかげで、なんとか会長職を務めることができたこと

をこの場を借りて感謝申し上げます。 

ありがとうございました。 

副会長 委員になる前は、水道を楽観視していたが、話を聞くと厳しさを感じた。 

水道事業体は大きく体力があった方が良い。 

委員 感想として、先が見えない更新計画は難しかったが、一律の基準、総括原価方式

だけでなく、町民のために自己負担が少なく、適切な料金にしてもらいたい。 

委員 大変勉強させていただいてありがとうございました。意見は意見として町長さんに

委託したわけなので、正しい判断をお願い致します。 

委員 料金は安い方が良いが、将来を見据えて広域化等についても町民に周知してい

ただいて、決断のときはすばやく決断してもらいたい。 

委員 水道の大変さを感じた。安心安全な水の供給をお願いしたい。 

委員 大変勉強になった。今後、水道に関心をもっていきたい。 

委員 水道に関心はなかったが、東京の水がおいしいということを知った。 

町もおいしい水を安く供給してもらいたい。 

町長は水道について、理解できるように進めてもらいたい。 
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委員 タンク（配水池）の地主ですので、水道には興味があった。 

今後の計画を前向きに進め、立派な事業をお願いしたい。 

委員 水道は蛇口をひねれば出ると思っていた。 

今回はいい勉強をさせていただいた。 

委員 水を使う側も設備が古くなり、お金がかかる。 

お客様と住民の違いだが、値上げについては説明が必要なので、住民にも説明を

していただきたい。 

事務局 その他何かありますか。 

委員 ありません。 

事務局 これをきっかけとして、２０年、３０年、５０年先に安心して水が出せるため、値上げ

をせざるを得ないので、ご理解をお願いします。 

大変ありがとうございました。厚くお礼申し上げ終了します。 

 


